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研究成果の概要（和文）：カッコウなどの托卵鳥は，自身では子育てをせず，他種の巣に卵を産み込み，雛を育てさせ
る．多くの托卵鳥の卵は宿主の卵に擬態しており，宿主の仮親が識別して巣から捨ててしまわないために進化したと考
えられている．一方，熱帯に生息するテリカッコウ類の雛は，宿主の雛に擬態していることが知られている．南太平洋
に位置するニューカレドニアで調査を行い，当地に生息するテリカッコウとその宿主の双方において，雛の皮膚の色が
白と黒の2タイプあること（多型）を世界で初めて発見した．宿主においてテリカッコウの擬態から逃れるために新た
な皮膚色が進化し，さらにテリカッコウでもその新たな皮膚色への擬態が進化した結果と考えられる．

研究成果の概要（英文）：Brood parasitic birds exploit parental care of host species by laying their eggs 
in host nests. In most brood parasites, parasitic eggs mimic host eggs in appearance, which should have 
evolved to evade host parents’ discrimination. In bronze-cuckoos, distributing in tropical Asia and 
Oceania, parasitic chicks are known to mimic host chicks. I investigated a bronze-cuckoo in New 
Caledonia, and discovered polymorphism in nestling skin colour both in the cuckoo and its host: chicks 
have either dark or pale skin, clearly different from each other. This polymorphism would be a 
consequence of the escalating coevolutionary arms race between them. Chick mimicry first evolved in the 
parasite to evade host discrimination. Then, a novel chick skin colour evolved in the host to escape 
parasite’s mimicry, which triggered the evolution of mimics of the novel-coloured host chick in the 
parasite to catch up with the host. This was the first ever discovery of chick polymorphism in wild 
birds.

研究分野： 認知・進化・行動生態

キーワード： 托卵鳥　軍拡競争共進化　熱帯　視覚擬態　識別　色彩多型
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１．研究開始当初の背景 
自身では子育てをせず，他個体の巣に卵を産
み込み，雛を育てさせる鳥を托卵鳥と言う．
托卵鳥は社会寄生の一形態であり，宿主の繁
殖成功に著しい損害を及ぼす場合，宿主によ
る寄生卵や寄生雛の識別・排除といった，対
托卵防衛戦略の進化を誘発する．そのため，
托卵鳥の卵や雛は宿主のそれに擬態し，排除
されることを防ぐ，対抗戦略が進化している
ことが多い．このような進化的攻防は軍拡競
争型の共進化と呼ばれる． 

托卵鳥が種として存続できるかは宿主
の識別能に依存しており，リスク分散という
観点から複数の宿主を利用できる方が有利
である．実際，カッコウやカッコウハタオリ
といった托卵鳥で，複数の宿主に対し進化的
な適応が起こっていることが知られている．
つまり，複数の宿主の卵斑は異なっているが，
それぞれに托卵する托卵鳥の雌は，それぞれ
の宿主の卵に擬態した卵を産む． 

ただし，カッコウやカッコウハタオリで
はこのような宿主特異的な適応は種分化を
伴っておらず，雌においてのみ宿主特異的な
系統が成立し，雄はどの系統の雌とも交配し
ていることが判明している．これには卵斑を
決定している遺伝子の発現機構が関係して
いると考えられている．卵斑は卵を産む母親
の形質であり，かつ伴性（母系）遺伝する．
つまり，雄の遺伝子は卵の色や模様に関係し
ておらず，雌の宿主特異性には影響を与えな
いのだ． 

一方，東南アジアからオセアニアにかけ
て分布しているテリカッコウ類では，その雛
が宿主雛に擬態していることが知られてい
る．ここで注意すべきは，雛の外部形態は子
の形質であり，両親から受け継いだ遺伝子の
組み合わせで形質が決まる．すると，カッコ
ウなどとは異なり，異なる宿主に育てられた
雌雄（雛の時の皮膚色が異なる）が交配した
際，宿主を選択する母親とは異なる皮膚色の
雛が孵る可能性がある．より確実に擬態を成
立させ，雛を宿主に排除させないためには母
親は自身と同じ宿主に育てられた雄と交配
する必要がある． 

つまり，テリカッコウ類においては，寄
生雛の外部形態を介して宿主による識別が
生殖隔離機構となり，種分化を引き起こす可
能性が考えられる．また，このことはメンデ
ル遺伝や伴性遺伝といった，遺伝子発現機構
が共進化動態に影響を与えることを意味し
ている． 
 
２．研究の目的 
(1) テリカッコウ類の雛（寄生雛）の皮膚の
色彩が，鳥類の色覚においても宿主の雛の皮
膚色を擬態していることを，行動実験および
精神物理学的手法を用いて明らかにする． 
(2) 宿主仮親による擬態が不充分な寄生雛
の識別と擬態の遺伝子発現機構が，テリカッ
コウ類において同所的種分化を引き起こす

要因となっていることを理論的に証明する． 
 
３．研究の方法 
(1) 野外調査 
テリカッコウ類が生息している地域におい
て野外調査を行い，テリカッコウの宿主がテ
リカッコウの雛の色彩を手掛かりに自身の
子とテリカッコウの寄生雛を識別し，かつそ
れをもとにテリカッコウの寄生雛を巣から
排除していることを確認する． 
 
(2) 理論探査 
理論モデル（数理モデル）を構築し，宿主に
よる皮膚色に基づくテリカッコウ寄生雛の
排除が，遺伝子発現様式の影響により，テリ
カッコウの成鳥に対し，雛時代に同じ色だっ
た個体同士で配偶する必要性を課しており，
これが生殖隔離機構として作用することで
テリカッコウ類に種分化を引き起こす要因
となっていることを明らかにする． 
 
４．研究成果 
ヨコジマテリカッコウの固有亜種が生息す
るニューカレドニアにおいて，ヨコジマテリ
カッコウに寄生されているカレドニアセン
ニョムシクイを対象に野外調査を行った． 

その結果，まず，宿主仮親による寄生雛
の排除行動を確認した．仮親は自身で孵化さ
せた場合も，人工的に孵化させたテリカッコ
ウ雛を巣に移植した場合も，間違えずにテリ
カッコウ雛を巣から排除した． 

次に，雛の皮膚の色彩については，カレ
ドニアセンニョムシクイにおいて，白型と黒
型からなる，皮膚色彩多型を発見した（図 1）．
カレドニアセンニョムシクイの雛は，どちら
かのタイプに明確に判別でき，また巣によっ
ては1つの巣に両方のタイプが混在している
場合があった．33 巣において，雛の皮膚色を
確認し，うち 3割が黒雛であった．また，推
定上同じ両親であっても雛の皮膚色が異な
っていたことから，単純なメンデル遺伝によ
って説明可能であることが示唆された． 

図 1．同じ巣で孵化したカレドニアセンニョムシ
クイの雛．両親は同じである可能性が高い． 
 

一方，確認されたテリカッコウ雛の皮膚
色は白型のみであったが，記録では黒型が記
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コウとの軍拡競争以外の文脈で進化したと
は考えにくい．そこで，研究が進展している
托卵鳥の卵擬態についての理論を参照し，そ
の進化的動態を類推した．

托卵鳥の宿主では，寄生者・宿主双方におい
て卵の色彩に多型が存在することが知られ
ている．様々な研究からこの卵
は托卵鳥の卵擬態から逃れるために進化し
た特徴であることが判明している．つまり，
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そのような特徴は寄生者を排除するための
手掛かりにはならない．というのも，もし巣
内に多型が存在するのであれば，寄生者が擬
態を成立させる確率が上昇すると同時に，擬
態が成立していなくても宿主の仮親は確信
をもって寄生者を排除することができなく
なる．
一されていれば，まさにそのタイプに擬態し
ている寄生者だけが托卵に成功することに
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